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「私が子供の頃に参加したまちづくり」 

小学生 

 ・ヤゴ救出作戦（小学校のプールの水を抜く前に、ヤゴを捕まえてトンボにな

るまで育てる） 

 ・町内の廃品回収（リヤカーで町内の各家庭を回って、古新聞・古雑誌を集

めて回る） 

 ・交通安全パレード（鼓笛隊で演奏しながら、市内の道路を歩いて交通安

全を意識してもらう） 

 

中学生 

 ・養護学校の生徒との交流（一宮東養護学校の生徒と一緒に簡単なゲ

ームをして遊ぶ） 

 ・中学校近隣に出向いて落ち葉拾い 

 

高校生 

 ・養護学校と文化祭を通じて交流（お互い展示物を展示してもらう） 

 ・高校の近所の清掃活動 

 ・和太鼓演奏を通じて、幅広い世代との交流（デイケアセンタ

ーや老人ホーム、保育園・幼稚園での演奏。様々な町内会で行われている盆踊り

に参加。演奏先で演奏を見て頂いた方に、和太鼓を一緒に体験してもらう） 

 

-7-



私が子どもの頃に参加したまちづくり 
 

 

 現在 50 歳ですが、子どもの頃、まちをよくするための活動に参加した記憶がありま

せん。 

 実際は何らかの活動に参加していたのかもしれませんが、 

① 面白くなかった 
② 自らすすんでの参加ではなかった（強制参加だった） 
③ 申し訳程度の参加、形だけの参加だった 
④ TV や部活など、もっと印象深いことがたくさんあった 
などの理由から頭に残っていないのかもしれません。 
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私がこどものころに参加したまちづくり 

 

ボーイスカウトに所属していた私は、 

・ 近くの神社の掃除 

・ 交通安全の啓発 

・ お祭りにスタッフとして参加 

・ 街角での募金活動 

などに参加しました。 

 

当時は「まちづくり」という意識は全くありませんでしたが、思い返すとボーイスカウ

トの活動を通して「まちづくり」に参加していたのでは？と思いました。 
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子どものまちづくりへの参加 

 

 高校生までは、「まちづくり」なんて考えたこともなかった。 

大学生になってようやく、世のため、人のためになることが「ま

ちづくり」であり、「何かできるのかな、自分にも」と、漠然と思う

ようになってきた。が、実際に、何をどうすればよいのか、どのよ

うな「まちづくり」に、どうやって参加すればよいのかがよく分か

らなかった。それはたぶん、自分は、まちのことを何も知らなかっ

たからだと思う。まちの良いところや悪いところを知った上で、ま

ちづくりにとりかかる（まちづくりに参加する）のが自然な流れな

のだろう。良いところをもっと伸ばしていこうとか、悪いところを

解決しようとか。 

自分の住むまちをよく知ること、それが「まちづくり」に参加す

る第一歩なのかもしれない。 

（タイトルとかみ合ってないかな、この文章） 
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